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研究成果の概要（和文）：本研究では，秋田県内各地域の「郷土の音楽素材」を，①伝統音楽的

音楽素材(民謡，お囃子，わらべうたなど)，②西洋音楽的音楽素材(明治以降の秋田県関連の作

曲家の音楽作品や著作など)，③生涯音楽的音楽素材(県内各地域における特色ある文化施設や

音楽活動，人材など)の三つに分類して教材開発するとともに，開発した教材を用いた大学にお

ける授業実践と大学教員によるアウトリーチ活動によってその有効性を検証した。その結果，

「地域の音楽素材」は，親近感の高まりが楽曲の魅力や価値を好意的に受け入れようとする態

度生成を促進し，学習意欲を高めることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：This study classifies the “raw materials of music in the 
community” into the following three categories: 

① Raw materials from traditional music (e.g., folk songs, musical accompaniment 
called ohayashi, children’s songs)  

② Raw materials from western music (e.g., pieces of music and writings by 
composers native to the local community in and after the Meiji era)  

③ Raw materials from music for life (e.g., local musicians, cultural facilities, 
musical activities with special quality) 

   Based on the above, it has discussed the possibility of utilizing “raw materials of music 
in the community” as part of the Department’s music education materials. 
   As a result, it has been made clear that, “raw materials of music in the community,” 
because of their familiarity to students, can contribute to generating a positive attitude 
toward favorably accepting the appeals of music and its value, thus enhancing their 
motivation for learning.  
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１．研究開始当初の背景 
(1)平成 10 年の学習指導要領の改訂以来、学
校音楽教育においては「郷土の音楽」を含め
た日本の伝統音楽の取り扱いがこれまで以
上に重視されている。また、3 月に改訂され
た新学習指導要領においても、我が国や郷土
の伝統音楽に対する理解を基盤として、我が
国の音楽文化に愛着をもたせる指導の一層
の充実が求められることとなった。しかし、
雅楽や筝曲、長唄といった日本の古典音楽に
関わる研究や授業における実践例は多く見
られるものの、「郷土の音楽」に関わる論考
や授業実践は少ない傾向にある。 
このことは、筆者が 2005 年 10 月から 11

月に行った「秋田県における『郷土の音楽』
の取り扱い」の実態調査(配布数 326、回収率
50.6%)の結果からも明らかである。秋田県内
165 校(小 78、中 51、高 36)からの回答では、
「郷土の音楽」を「取り扱っている」が、小
学校で 23.8%、中学校では 36.7%、高等学校
では 22.6%であった。同じ調査の「日本の音
楽」の取り扱いが、小学校で 64.1％、中学校
で 98.0％、高等学校では 67.7％となっている
ことと比べれば、その取り扱いの割合が極め
て低いことは明らかである。 

「取り扱っている内容」についての自由記
述では、小学校ではわらべうたと和太鼓によ
る地元のお囃子等、中学校では「総合的な学
習の時間」とのかかわりによる郷土の民俗芸
能や民謡、高等学校では『浜辺の歌』などの
地域出身の作曲家による唱歌などとなって
おり、教材の取り扱いについて偏りがみられ
た。 

「取り扱わない理由」について、小学校で
は「教材がない」が 57.6%と最も高い比率と
なっている。中学校では「時数が足りない」
が 73.3%と高い比率となっているが、「教材
がない」(20.0%)「指導方法が分からない」
(20.0%)「他の内容に力を入れている」(46.6%)
と合わせて考えれば、教科の目標を効率よく
達成できる教材開発がなされれば取り組み
が増えることが期待される。高等学校では
45.8%が「教材がない」を最も大きな理由と
しているが、「他の内容に力を入れている」
(37.5%)という回答の比率も多い。中学校の回
答でも「他の内容に力を入れている」が 46.6%
と高い比率になっていることと合わせて考
えれば、これは教師自身が郷土の音楽の価値
や教材性を認識していないことによる結果
と推察される。このことの解決のためには、
教員養成段階での郷土の音楽素材を活用し
た教材の導入が必要であると考える。 

(2)地域貢献は大学教育に係わる今日的な課
題の一つである。「地域に開かれた大学」「地
域に頼られる大学」「地域とともに歩む大学」
として地域社会との結び付きを深めていく
ことは、これまで以上に強く求められるであ
ろう。また、大学教員に対しても、学内にお
ける教育と研究に加えて、地域との連携、協
働による教育活動の推進が求められる。その
ような状況において、大学教員の「知」と「技」
を活用したアウトリーチ活動が課題解決の
有効な手立てと考える。 
これまで音楽に係わるアウトリーチは、文

化施設や芸術団体を中心に取り組まれてき
たが、大学教員による「芸術普及」「教育普
及」の取り組みは、地域と大学の結び付きを
深める鍵になると考える。本研究の推進によ
って大学教員の「知」と「技」が地域の教育
に直接的に貢献することとなり、地方の教員
養成系大学としての新たな役割を果たすこ
とも期待できるであろう。 
 
２．研究の目的 
本研究は、秋田県内各地域の「郷土の音楽

素材」を教材化し、下記 3.に示す三つの実践
と検証を通して学校音楽教育における地域
の音楽文化遺産の伝承と地域の音楽文化振
興、さらには時代の要請に応じた教員養成に
資することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では「郷土の音楽素材」を、①伝統

音楽的音楽素材(民謡、お囃子、わらべうた
など)、②西洋音楽的音楽素材(明治以降の地
域出身の作曲家による唱歌などの音楽作品)、
③生涯音楽的音楽素材(音楽系部活動、県内
各地域における特色ある音楽活動、音楽施設
など)の三つに分類して研究に取り組む。 
具体的な取り組みと概要は次のとおりで

ある。 
ⅰ)「郷土の音楽素材」の教材開発とライブ
ラリの設置、運営 
・上記①に係わる映像、音源資料を現地取材
調査によって収集し、「郷土の音楽素材」の
教材用 DVD、CD、解説資料を作成する。 
・上記②については、関連する書籍、楽譜を
収集するとともに、研究分担者とともにレコ
ーディングし、CD を制作する。 
・上記③については、県内各地域の特色ある
活動をしている音楽系部活動、音楽団体、個
人、施設の一覧を作成する。 
・以上についてデータベースを作成し、Web
上で検索できるようにし、必要に応じてデー



タ提供やレファレンス・サービスを行う。ま
た、開発作成した教材は希望する学校に配布
する。 
ⅱ)「郷土の音楽教材」を活用した大学教員
によるアウトリーチ・プログラムの開発と実
施 
・作成された教材、楽曲を活用した大学教員
によるアウトリーチ・プログラムを開発・実
施する。具体的には、市民向けレクチャー･
コンサートとワークショップ、学校向けの出
前授業を行う。 
ⅲ)教員養成における「郷土の音楽教材」の
導入と実践 
・学部、大学院の授業において｢郷土の音楽
教材｣を導入し、教材の有効性の検証ととも
に教員養成の場からの郷土の音楽文化遺産
の伝承を試みる。 
 
４．研究成果 

本研究の主な成果は、収集したライブラリ

を活用した①教員養成における取り組み(学
部、大学院の専門科目における郷土の音楽教

材の導入と効果の検証)、②開発した教材の関

係機関及び学校への配布、③市民向けアウト

リーチ･プログラムの開発と実施の三点であ

る。 
①については、地域にかかわりのある音楽

家の作品を活用した教員養成カリキュラムを

構築し、学部および大学院で授業実践を行っ

た。受講学生の変容の考察を通して教員養成

における「地域の音楽素材」活用の可能性に

ついて検討した結果、「地域の音楽素材」は、

親近感の高まりが楽曲の魅力や価値を好意的

に受け入れようとする態度生成を促進し、学

習意欲を高めることが明らかとなった。この

ことは教員養成だけでなく、学校教育におい

ても同様の効果が期待できると考えられる。 
②については、当初の計画では民俗芸能等

の伝統音楽的素材の映像教材も制作する予定

であったが、近隣の大学の研究プロジェクト

と大きく重複することが明らかとなったため

、西洋音楽的素材に特化することとした。学

校教育と社会教育の双方で活用可能なものと

いう視点からDVDとCD教材を制作し、県内

の図書館、高等学校、各地方教育委員会等に

配布した。 
 ③については、市民向けアウトリーチとし

て、ライブラリを活用したレクチャー・コン

サートを定期的に開催した。また、地域関連

の音楽家の作品だけの解説付き声楽講座を行

うとともに、講座と並行して収集した作品（

楽譜）、著作、文献、録音資料等の公開を行っ

た。 
本研究課題では、「郷土の音楽素材」による

教材開発と、その教材を活用した大学教員の

アウトリーチ・プログラムを連動させた地域

の音楽文化遺産伝承と時代の要請に応じた教

員養成を目指した。三年間の研究を通して、

当初の目的はほぼ達成できたと考える。 
この研究で得られた成果を今後の大学教員

のアウトリーチおよび地域の教育に貢献でき

る教員の養成に役立てていきたい。 
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